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街区公園計画図 木漏れ日に包まれて ー市街地に共に育てられる雑木林の広場ー
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住宅地への道の確保

ショートカットの
動線を確保

シンボルツリー

ショートカットの
動線を確保

遊びの場
イベント活動
空間の提供

見せる空間

街区公園との
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広場とのつながり
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　公園入口は計画住宅地への道に通じる２本のデッキは、
住宅地と公園を繋げ新しく創造される公園軸である。
街区の形態から公園を横切る動線が予想されるが、この公園軸
の設定により、計画住宅地内からのアクセスが可能となり、
地域の連携が創出される。
　園路は雑木林の中で、木漏れ日を感じながら歩き、自然を
体感できるショートカットロードとなっている。　

　雑木林は人の手によって保たれている。
雑木林更新のため伐採を行うが、すべて
の木を切ると木がなくなってしまう。
そのため、木の植える時期をずらし更新
を進めていくことで現在ある雑木林の姿
が保たれる。
　

デッキの出入口となる
袖壁は敷地の境界を
曖昧にする。

芝生広場のオープンスペースは
住民が多目的に利用することの
出来る空間。

石積みは築山の土留めとして
設置する。公園造成において
発生したガラを積み上げ
多孔質な空間を創造する。

クヌギ、コナラで
構成された雑木林

園路には雑木林
更新の伐採時にでた
木材などを利用する。

公園を三角形に囲んでいる縁台は、
芝生広場全体を見渡すことのでき
る休憩スペースとなっている。

雑木林の中にある縁台は高い位置にあり、
雑木林の中で自然とふれあい楽しみ、
眺望も可能にする、和むことのできる
休憩スペース。
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　この公園は、都市で身近に感じることのできる
自然を取り入れ、季節や動植物を体感することが
できる雑木林の広場である。
対象地である公園の周囲は新たに計画される
住宅地に囲まれている。その周辺には総合公園、
近隣公園、街区公園があり、教育施設も存在する。
　今まで、公園と住宅地は形式的に分断されて
いたが、公園と公園を結びつける軸を設定する
ことで、間接的に緑を繋げ、その軸を人々が横断し、
公園と周辺地域の住民が関わることで、現在失わ
れつつある近隣住民どおしの関わりをもう一度
作り出し、地域の活性化に貢献する公園である。
　最も身近なこの街区公園は、人々が集うオープン
スペースを確保し、防災時の一時避難所としての
役割も果たす。公園外周部には計画住宅地造成
で発生した残土を利用した築山を設け、クヌギと
コナラで構成された雑木林で公園のバックグラウ
ンドとなる背景を創出する。この雑木林には散歩
道を設けることで、山頂部の縁台にアクセスする
ことを促し、木漏れ日を感じることができる。
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　公園の管理として、住民参加型での
雑木林の更新を行っていく。住民の成
長と共に公園の移り変わりを見ること
のできる更新を楽しむ公園にもなって
いる。
　伐採時に出た間伐材を使い、アート、
ベンチや歩道との境界のフェンスがわり
などに利用することで、無駄のない実用
林として位置づける。
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木漏れ日の中を散歩


